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〔論 文〕 
EDINETにおける IFRSタクソノミの導入とその課題 
坂  上   学 
1 はじめに 











組織を具体的に実現したものが EDINET である｡ 
当初は EDINET の利用は任意であったが, 2004



















技術が登場した｡  それは , XML (eXtensible 
Markup Language) と呼ばれるマークアップ言
語の応用言語として開発された XBRL (eXtensible 




月に改正され, それに伴い2008年 3 月17日より
EDINET は新システムへと移行することになっ




この EDINET の XBRL 対応のため, 金融庁は
EDINET タクソノミを開発し, また EDINET シ
ステムにおいて提出される XBRL インスタンス
文書 (EDINET では ｢報告インスタンス｣ と呼






一方, 2010年 3 月期の決算より国際財務報告
基準 (International Financial Reporting Standards : 
以下 IFRS) が任意適用となり EDINET において
も IFRS ベースの決算書類を提出できるように
なった (金融庁 2010)｡ 2002年 3 月期決算より, 
海外向けのアニュアルリポートにおいて IFRS
ベースの連結財務諸表を公表してきた日本電波
工業株式会社は, 日本で初めて IFRS ベースの
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報告インスタンスを提出している｡ 一見すると
EDINET システムは, その報告インスタンスの
要件から EDINET タクソノミと不可分であり, 
それ以外のタクソノミに対応するためには大幅
なシステム変更が必要なのではないかと思われ
























をする前に, まず XBRL についての簡単な仕組
みを説明しておこう｡ 
XBRL 形式の財務諸表データは, インスタン
ス文書 (instance documents) と呼ばれる｡ EDINET
システムにおいては, このインスタンス文書の













ス文書 (すなわち報告インスタンス) は, 日本
の会計基準をもとに作成された EDINET タクソ
ノミがなければ正しく扱うことができないし, 











は ｢拡張タクソノミ｣ という機能の存在である｡ 
拡張タクソノミは, あらかじめ用意されている





XBRLは自身の名前の中に ｢拡張可能｣ (extensible) 
という表現を持つ｡ なお本稿では SEC が公表
しているマニュアルの記述 (Security Exchange 
Commission 2010, p.218) に倣い, 規制当局等に
よってあらかじめ用意されているタクソノミを 
｢基本タクソノミ｣ (原語は standard base taxonomy) 
と呼び, 企業独自の項目を拡張した部分につい
てのみ ｢拡張タクソノミ｣ (同様に, 原語では
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の中で, 技術的に正しく ｢対象名前空間｣ (target 
namespace) が定義され, インスタンス文書よ
り読み取った情報と一致していることも求めら


















このことは, アメリカの EDGAR システムにお
いても, 概ね同様の運用がなされている｡ 







































































































り構成される｡  1 つは Member と呼ばれるもの
で, もう 1 つがPrimary itemと呼ばれるものであ
る｡ 具体的に IFRS における持分変動計算書の
記述を見てみると, 純資産の勘定科目 (資本の
内訳) がDimension要素のMemberによって記述









タクソノミ, そして IFRS タクソノミという
三大タクソノミの中では, EDINET タクソノ
ミのみが対応していないことになる  (XBRL 
































への対応関係を構築することになる (図表 1 )｡ 
通常の EDINET システムでは, 企業別拡張層タ
クソノミを介して EDINET タクソノミへと辿る










 名称リンク (en, ja) 
 参照リンク (ias_1, ias_7, eifrs) 
■ タクソノミ (スキーマファイル) のインポート 



























く 2 つに分けることができる｡  1 つは, 連結財
務諸表は IFRS タクソノミによって作成するが, 
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個別財務諸表については EDINET タクソノミを

















ながら IFRS タクソノミには, そのような日本
固有の事情に起因する報告項目が将来において










た時点) においては, US-GAAP タクソノミはま
だ正式版がリリースされていなかったため, 金
融庁からエントリー・ポイント・ファイルが用

















1990年には東京証券取引所の 2 部上場し, 1998


















を意味するが, EDINET システムが IFRS 対応と
なり, 提出書類のファイル仕様案が公表された
のは, 決算日も迫りつつある2010年 3 月 1 日と
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インスタンスは, 以下の16のファイルである 




がある｡ ファイル名は, 大きく 2 つのパートか


































図表 3 報告インスタンスのファイル名の構造 
 
i frs-asr-E01807-000-2010-03-31-01-2010-06-25.xbrl 
タクソノミ種別 EDINET コード 決算日 提出日 
提出書類の種類 追番 提出回数 報告インスタンスの拡張子 
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まず幹部分のファイ名規則を見ていくことに
しよう｡ 最初の 4 桁の文字列には, タクソノミ
の種別を示す文字が入る｡ EDINET タクソノミ
の場合は jpfr であり, IFRS タクソノミの場合は
ifrsとなる｡ 続く 3 桁の文字列には, 財務諸表の
種別が入る｡ 具体的には asr であれば有価証券
報告書, q1r, q2r, q3r がそれぞれ第 1 四半期報告
書, 第 2 四半期報告書, 第 3 四半期報告書, ssrで
あれば半期報告書, srs であれば有価証券届出書
となる｡ 続く 6 桁のアルファベット＋数字で示
される部分は, EDINET コードが入る｡ 日本電
波工業株式会社の EDINET コードは, E01807で
ある｡  ここで注意しなければならないのは , 
EDINET コードと証券コードは異なるという点
である｡ ちなみに日本電波工業株式会社の証券





常は000となっている｡ 続く 4 桁－ 2 桁－ 2 桁と
連なる数字は決算日の日付を示し, その後の 2 
桁の数字は提出回数を示している｡ 01から始ま
り再提出をするたびに 1 ずつ数字が増えていく｡ 



































 IFIRS 企業別拡張層 合計 
エレメント数 164 249 413 
構成比率 39.7％ 60.3％ 100％ 











(200程度) と見積もられる｡ XBRL のインスタ
ンス文書の場合, 各年度毎に整然と区分されて









(図表 5 )｡ 
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コンテキスト情報 IFIRS 企業別拡張層 合計 
CurrentYearDuration 51 100 151 
CurrentYearInstant 27 21 48 
Prior1YearDuration 51 101 152 
Prior1YearInstant 27 21 48 
Prior2YearInstant 8 6 14 











いのは, CurrentYearDuration と Prior1YearDuration
の 2 つのコンテキストに対応するエレメントで























CurrentYearInstant － 15 － 6 
CurrentYearDuration 11 － 4 85 
Prior1YearDuration 12 － 4 85 
Prior1YearInstant － 15 － 6 
Prior2YearInstant － － － 6 
合計 23 30 8 188 














は 2 つの項目をコロン (：) で結合したものがず
らりと列挙されている｡ これは連結持分変動計
算書の縦軸の項目が最初の部分, 横軸の項目が













目であり, 全体の約 3 分の 2 近くにも及んでい
ることが判明した｡ 
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IFRS を導入することのメリットとして喧伝

































作成上, より深刻な問題は, IFRS タクソノミ自
体がわが国の会計環境に必ずしも十分に対応で
きていないことである｡ 2010年 3 月期の決算に




たのが2010年 4 月30日であり, その修正版が公
表されたのが2010年 8 月 5 日, このタクソノミ
が実際に利用可能となるのが, 年を越した2011
年 1 月 1 日といったスケジュールであるため, 
EDINET においては常に最新バージョンよりも 
1 つ前のバージョンを使うことを強いられるこ






































いても, 悩ましい状況がある｡ US-GAAP タク
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 1) 世界初の財務情報の電子開示システムは, アメ
リカの証券取引委員会によって運用されている
EDGAR (Electric Data Gathering, Analysis and 
Retrieval) システムであり, 1985年よりパイロッ
ト・システムが稼働し, 1996年の 5 月にシステムを
全面的に更新して本格稼働し, EDGAR による書類
の提出を全面的に義務付けられるようになった｡ 
わが国の EDINET は, 世界的に見れば 2 番目の導
入ということになる｡ 
 2) XBRL はアメリカの公認会計士の Charles Hoffman
によってその基本的なアイデアが考案された (そ
れゆえ彼は XBRL の父と呼ばれている)｡ Hoffman
がどのように XBRL のアイデアを発案したのか, 
その経緯については岩本・ホフマン (2010) を参照
されたい｡ またその後, Hoffman のアイデアが最終
的に XBRL として結実するまでの過程については, 
XBRL International の Web サイト (http://www.xbrl. 
org/history.aspx) に詳しい｡ 
 3) タクソノミの解説書によっては, ｢基本タクソ
ノミに対して, 業種別タクソノミを拡張する｣ と
いった表現が見られる｡ たとえば XBRL Japan マ
ーコム委員会編 (2010) の 『FACTBOOK』 におい
ては, Japanese GAAP タクソノミが基本タクソノ
ミであり, その基本タクソノミに対し業種別タク
ソノミを拡張し, さらに自社タクソノミを拡張す






た基本タクソノミ (語彙層の cte および関係層の
cai) と業種別のタクソノミが一体化して提供され




を ｢拡張タクソノミ｣ として 2 つのカテゴリーに
整理することは, 説明上はそれなりに有用である
ため, 本稿でもそれに倣っている｡ 
 4) 対象名前空間とは, スキーマファイル内で定義
されたエレメントが属する名前空間のことである｡ 










 5) この他にも EDINETタクソノミの特徴としては, 
タクソノミの階層化を挙げることができる｡ タク
ソノミの一般的な構造は,  1 つのタクソノミ・スキ
ーマに対し 5 つのリンクベースが対応している｡ 
階層化されたタクソノミは, このリンクベースを
その性質から 2 つのカテゴリーに分け , 一つを 
｢語彙層｣  (terminology layer) とし , もう一つを 
｢関係層｣ (relationship layer) とし, それぞれ別々
のタクソノミ・スキーマを用意し, 関係層のタク
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坂上 (2009) を参照されたい｡ 
 6) この世界の三大タクソノミの特徴の比較につい
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● 短期借入金の純増減額 (△は減少) 
● 新株予約権付社債の償還による支出 
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